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岐阜県におけるインターンシップの状況

年間スケジュール（平成26年度）

岐阜県インターンシップ推進協議会は、
岐阜県の企業・団体での
インターンシップを希望する学生の皆さんを
サポートしています。

インターンシップとは
　大学等におけるインターンシップに関しては、平成9年5月に閣議
決定された「経済構造の変革と創造のための行動計画」において言及
された「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就
業体験を行うこと」が基本定義とされています。

インターンシップのメリット
　学生にとっては、学校を卒業する前に「社会」を体
験できるため、その後の就職活動や人生設計の大き
な参考となります。また自分のやりたいことをはっ
きりさせるのに役立ち、結果的に就職時の“ミスマッ
チ”を防ぐ効果も期待されています。

学生にとっての意義
●実際の職場を体験できる
●「働くこと」や職種・業界について
　理解を深めることができる
●就職活動に対する不安の解消
●勉学に対する目的意識の向上
●他大学の学生との交流　等
※自分なりの目的・目標の設定、
　きちんとしたフィードバックが必要

　協議会の発足以来、県内ではインターンシップが次第に定着
してきました。他県の学校からのUターン学生も多数参加して
います。
　平成26年度からは、学生の就職活動時期が卒業年次に上がる
直前の3月からと繰り下げられることになり、事前に企業につい
て理解を深められるインターンシップに、一層注目が集まって
います。これまで多かった夏休みだけでなく、春休みの2月から
3月にかけて実習に参加する学生も増えつつあります。

取扱実績推移（岐阜県内）

協議会の動き 受入事業所の動き学生の動き

●受入情報の収集・公開
　新規受入事業所の開拓

●マッチング支援
　（マッチング会等の開催）
　保険等の整備

●各種調査

●成果報告会・情報交換会
（フィードバック・フォロー
アップ）

 4月 キャリア関連の授業
  がスタート
 5月～ 実習先を考える
  →学内・外で応募
 6～7月 実習先の決定
 8～9月 実習に参加
 10～11月 学内での発表会、
  フォローアップ等
 11月～ 実習先の選定・応募
 翌2月頃 実習に参加
 3月 就職活動スタート

 1～4月 受入計画の決定
  受入事業所登録等

 5月～ 実習学生の募集

 8～9月 学生の受入

 10月～ 春休み受入計画の決定
  次年度受入計画の検討

 11月～ 実習学生の募集

 翌2月頃 学生の受入
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青字は春休みインターンシップのスケジュール

受入事業所にとっての意義
●地域社会への貢献
●就職活動を控えた学生へのPR
●学生の動向把握
●各学校との連携強化
●指導にあたる社員（特に若手）の
　スキルアップ・社内の活性化　等
※社内での協力体制の確立や学生への
　指導時間の確保等が必要



事前講習会

夏休みインターンシップに関する
学生アンケート

インターンシップと人材採用に
関するアンケート（企業調査）

インターンシップ・マッチング会

　インターンシップの希望先を考えるために、どのように企業研究をするのかや、自己分析の方
法を学ぶセミナーを実施しました。学生は午後のマッチング会に向けて実践的なマナーも学び、
グループごとでディスカッションに挑戦。自分の思いを伝えるために、話し方などを工夫してい
ました。

　学生がインターンシップに参加する目的は、昨年までと同
様「就職を希望する業種・職種を知るため」、「働くことを体験
するため」、「就職活動全般に役立つと思ったため」の3つが多
い結果に。
　実習に向けて「社会人らしい行動ができるか（マナー等）」と
いう不安を抱える学生が多く、その内25％は不安が解消でき
なかったと答えている等、社会人へのハードルの高さを感じ
た学生もいたようです。とはいえ、職業や企業についての理
解が深まったという学生が大半で、インターンシップが社会
人への第一歩として役立っていることが分かりました。

　学生の受入状況、学校とのやりとり等について調査し
ました。回答は昨年までの結果と大きな変化はなく、学
生の受入は「学校側の推薦により受入」という場合が多く、
学校と契約の上で受け入れている事業所が多いことが分
かりました。
　なお、27年度以降の夏休みインターンシップについて
は、現状通りで変更はないという回答が多く、採用活動
の時期繰り下げの影響はそれほど大きくないように思わ
れます。

　夏休みに向けて実習先を検討している学生が多数参加し
ました。就職活動時期が変更となる最初の学年ということ
もあり、どの学生も活発に企業ブースを訪問。1人につき
平均で3.1社から、実際の仕事やインターンシップの内容、
応募方法、社会人の心構えなどを熱心に聞いていました。
　企業担当者と直接話すことで、働くことについてイメー
ジが具体化できたり、配付資料だけでは分からないことも
丁寧に教えてもらえたという感想もあり、実りの多い1日
となったようです。

イベント

調査結果（抜粋）

講習会の様子

企業ブースの様子 推進ポスター／平成26年2月発行

5月31日（土）　10:00～11:30日　時

5月31日（土）　13:00～15:30日　時

岐阜県内でインターンシップに参加した学生対　象 会員企業・協力員・受入事業所326社・
団体（回答138社・団体）

対　象

岐阜市文化センター　3F　展示室会　場

岐阜市文化センター　3F　展示室会　場

企業経由　44社・団体371名（回答205名）発送先

学生11校77名参加者

企業14ブース（15社19人）、
学生17校138名、学校関係者4校7名、
その他関係者3名

参加者



朝日大学、岐阜大学、岐阜工業高等専門学校、岐阜聖徳学園大学、
中部学院大学、東海学院大学

連携学校

インターンシップ・ガイダンス、インターンシップ事前・事後講習会、
インターンシップ説明会　等

主な内容

学 校 調 査 インターンシップと
就職活動に関する調査

学内講座等との連携

　インターンシップの授業や単位取扱いの詳細等につい
て調査しました。回答のあった学校のうち、8割近くで単
位認定が行われており、中でも5日間以上が対象で、企業
による評価票や日誌へのコメント記入を必須としている
ことが多いことが分かりました。
　学生の就職活動の時期繰り下げについては、各種指導
の時期は現状通りとする学校も多い様子。また1dayや
2dayといった採用活動へのつながりを意識したインター
ンシップへの危惧もありました。

　就職先を考える際に重視したポイントは「勤務地」、「職
場や社員の雰囲気」、「職種」が上位に。就職活動前までに
準備することは、インターンシップ経験の有無にかかわ
らず「自己分析」が大切、早くから取り組むと良いといっ
た声が多くありました。
　インターンシップに参加した学生は、70％以上が就職
活動に影響したと答えており、「働くことのイメージ」や
業界、企業研究に大切な役割を果たしていることがよく
分かります。

　各学校で4月から始まる、インターンシップやキャリア関連講座等との連携を行いました。岐
阜県でインターンシップに参加する際には、協議会のwebサイトや事前講習会、マッチング会
等が利用できることなどをPRし、メール配信などを行う「学生会員」への登録を呼びかけました。

【成果報告会】
　夏休みに実習に参加した4校6名の学生が体験事例を発表。
実習内容やそこから学んだことについて、具体的に紹介しま
した。また会場となった岐阜工業高等専門学校からは、学校
の紹介や教育・人材育成に関する講演がありました。
【情報交換会】
　学生の就職活動がこれまでより3ヵ月繰り下げになることも
踏まえ、「インターンシップ後のスキルアップ」をテーマとし
て、企業・行政、学校、学生によるディスカッションを5グルー
プに分かれて行いました。学生は就職活動に向けての心構え
など、それぞれの立場からの意見を熱心に聞いていました。

インターンシップ・ガイダンス（朝日大学）

新聞広告／岐阜新聞  平成26年6月19日  掲載

成果報告会 情報交換会

会員学校・情報提供学校318校
（回答152校）
※複数キャンパスからの回答も含む

対　象 主に平成25年度にインターンシップを経験
し、平成26年度に就職活動を行った学生

対　象

12月17日（水）　13:30～16:00日　時

岐阜工業高等専門学校会　場

企業29社33名、協力員7団体8名、学校12
校18名、学生7校38名、その他参加者5名

参加者

第9回 成果報告会　ならびに　第4回 情報交換会

学生会員255通、
企業経由 18企業・団体355通（回答221名）

発送先



■■ 役　　員

岐阜県のインターンシップ推進にご協力をいただいている皆様
岐阜県のインターンシップは、様々な企業・団体、学校のご協力により成り立っています。

理事 会　長 大松　 利幸 岐阜プラスチック工業㈱　代表取締役社長
理事 副会長 岩田　 義文 イビデン㈱　相談役
理事 副会長 小川　 信也 太平洋工業㈱　代表取締役社長
理事 副会長 小野木 孝二 ㈱トーカイ　代表取締役社長
理事 副会長 山田　 博文 岐阜車体工業㈱　代表取締役社長
理事 市原　 好二 東濃信用金庫　理事長
理事 髙橋　 征利 岐阜信用金庫　理事長
理事 田口　 義隆 西濃運輸㈱　代表取締役
理事 田中　 義一 サンメッセ㈱　代表取締役社長
理事 土屋　 　嶢 ㈱大垣共立銀行　取締役頭取
理事 西脇　 史雄 大垣信用金庫　会長
理事 細尾　 　晃 高山信用金庫　理事長
理事 村瀬　 幸雄 ㈱十六銀行　取締役頭取
理事 四橋　 英児 ヨツハシ㈱　代表取締役社長
理事 森脇　 久隆 岐阜大学　学長
理事 北田　 敏廣 岐阜工業高等専門学校　校長
理事 丹羽　 　章 岐阜県高等学校長協会　会長

監事 衣斐　 輝臣 サンメッセ㈱　執行役員 管理本部長 兼 総務部長
監事 舘　　 弘二 ㈱文溪堂　総務部　課長
監事 澤村　 俊夫 （一社）岐阜県経営者協会　総務・求人担当リーダー

参与 牛込　 　進 ㈱ＴＹＫ　代表取締役会長
参与 水谷　 晃三 ㈱文溪堂　相談役
参与 佐々木 秀一 岐阜労働局　局長

■■ 会員学校
愛知大学　　愛知学院大学　　愛知工科大学　　愛知工業大学　　愛知淑徳大学　　朝日大学　　岐阜大学　　岐阜経済大学
岐阜県立国際たくみアカデミー・職業能力開発短期大学校　　岐阜工業高等専門学校　　岐阜聖徳学園大学・岐阜聖徳学園大学短期大学部
岐阜女子大学　　岐阜市立女子短期大学　　岐阜薬科大学　　京都産業大学　　金城学院大学　　滋賀県立大学　　情報科学芸術大学院大学
椙山女学園大学　　大同大学　　中京大学　　中京学院大学　　中部大学　　中部学院大学・中部学院大学短期大学部
東海学院大学・東海学院大学短期大学部　　東海学園大学　　長浜バイオ大学　　名古屋経済大学　　南山大学　　日本福祉大学　　名城大学
立命館大学　　龍谷大学

■■ 協 力 員
【経済団体等】
岐阜県商工会議所連合会　　（一社）岐阜県経営者協会　　（一社）岐阜県経済同友会　　（一社）岐阜県工業会　　岐阜県中小企業団体中央会
岐阜県商工会連合会　　岐阜県総合人材チャレンジセンター
【行政機関】
岐阜労働局　　岐阜県　　岐阜市　　羽島市　　各務原市　　本巣市　　山県市　　瑞穂市　　大垣市　　海津市　　関市　　美濃市
美濃加茂市　　可児市　　郡上市　　多治見市　　中津川市　　瑞浪市　　恵那市　　土岐市　　高山市　　飛騨市　　下呂市
岐阜県工業技術研究所　　岐阜県産業技術センター　　岐阜県情報技術研究所　　岐阜県森林研究所　　岐阜県生活技術研究所
岐阜県農業技術センター

■■ 役員・会員企業
イビデン㈱　　㈱大垣共立銀行　　大垣信用金庫　　岐阜車体工業㈱　　岐阜信用金庫　　岐阜プラスチック工業㈱
サンメッセ㈱　　㈱十六銀行　　西濃運輸㈱　　太平洋工業㈱　　高山信用金庫　　㈱ＴＹＫ　　㈱トーカイ
東濃信用金庫　　㈱文溪堂　　ヨツハシ㈱
㈱愛さんさん 岐阜営業所　　明智セラミックス㈱　　㈱朝日土質設計コンサルタント　　㈱アド・プロ　　アピ㈱　　アルプス薬品工業㈱　
アルフレッサ日建産業㈱　　㈱アルミック　　　㈱伊藤精密製作所　　㈱井上工務店　　イハラサイエンス㈱岐阜事業所　　イビデン樹脂㈱
㈱イマオコーポレーション　　㈱岩電商会　　㈱インフォファーム　　上田石灰製造㈱　　㈱エイエムディ自動機　　㈱エヌテック
榎本ビーエー㈱　　㈱大石　　大垣精工㈱　　大垣フォーラムホテル　　大垣扶桑紡績㈱　　㈱岡本・ナベヤ　　㈱オンダマテック
カイインダストリーズ㈱　　カネコ㈱　　岐建㈱　　岐セン㈱　　(有)岐南カレンダー　　㈱岐阜冠婚葬祭互助会　　岐阜産研工業㈱　
㈱岐阜造園　　岐阜トヨペット㈱　　㈱クニシマ　　㈱courage Atelier JD PARIS　　クラレプラスチックス㈱伊吹工場
生活協同組合コープぎふ　　㈱コスモマツオカ　　㈱ごとう　　齊交㈱　　㈱佐合木材　　サンケミカル㈱　　㈱三心　　ジーエフシー㈱　
㈱シバタ　　城山産業㈱　　神鋼造機㈱　　新日本ガス㈱　　㈱スギヤマメカレトロ　　特定非営利活動法人 西濃学園　　西濃建設㈱　
（医）静風会 大垣病院　　関ケ原石材㈱（セキストーングループ）　　大福製紙㈱　　太平洋精工㈱　　㈱大雄　　㈱太洋社　　㈱ダイワテクノ
高砂工業㈱　　㈱高山グリーンホテル　　㈱田幸　　タック㈱　　㈱中部商事　　ツキオカフィルム製薬㈱　　㈱テクアス　　㈱電算システム
天龍コンポジット㈱　　㈱東海スプリング製作所 鵜沼工場　　東海西濃運輸㈱　　㈱東海パウデックス　　トーギ㈱本社　　㈱東伸　
㈱トゥ･ステップ　　㈱東和製作所　　土岐津産業㈱　　トヨタカローラ岐阜㈱　　㈱トヨタレンタリース岐阜　　㈱トライフィット
㈱ナイスワーク　　内藤建設㈱　　㈱ナガセインテグレックス　　鍋屋バイテック会社　　㈱日興テキスタイル　　日本耐酸壜工業㈱　　
㈱のうひ葬祭　　㈱ハウテック　　㈱パナホーム愛岐　　ピーアイシステム㈱　　飛騨信用組合　　㈱ひだホテルプラザ　　ヒロタ㈱　
フジヤ広告㈱　　㈱プラド　　㈲ホイットニィ・ジャパン　　ポーラ ザ ビューティー岐阜柳津店 パルフェル”　　前畑㈱　　松下電建㈱
松波印刷㈱　　丸伸興業㈱　　丸ス産業㈱　　マルスン㈱　　三星砿業㈱　　MINI岐阜　　美濃工業㈱　　ムトー精工㈱　　名北工業㈱
㈱メトーカケフ　　森松工業㈱　　㈱ヤクセル　　矢橋工業㈱　　㈱ヤマザキマザック 美濃加茂製作所　　㈱山登ゴム
㈱U-セラミック　　ユニオンテック㈱　　㈱ラボテック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（順不同／平成27年2月現在）

ご 入 会 の お 願 い
当協議会の活動は岐阜県の助成を受け、会員の会
費と賛助金で運営しています。ぜひ趣旨をご理解
いただき、ご入会くださいますようお願いします。
詳しくは事務局までお問い合わせください。



事務局／〒500-8833　岐阜市神田町2-2　岐阜商工会議所ビル3F
TEL 058-267-0930　FAX 058-267-0931

URL  http://gifuken-internship.org　 　 E-mail  info@gifuken-internship.org

発　行／平成27年3月

岐阜県インターンシップ推進協議会

岐阜県インターンシップ推進協議会は、岐阜県とともに岐阜県長期構想における「人材力底上げプロジェクト（地域で働く意欲を持つ
若者の育成）」に取り組んでいます。なお当協議会の活動は岐阜県の助成を受け、会員の会費と賛助金で運営しています。

■■ 岐阜県インターンシップ推進協議会の歩み ■■ 沿革

岐阜県インターンシップ推進協議会の概要

平成18年 4 月21日 設立総会

11月17日 第1回成果報告会
(会場：岐阜工業高等専門学校)

平成19年 6 月20日 通常総会・講演会

11月28日 第2回成果報告会
(会場：中部学院大学)

平成20年 6 月18日 通常総会・講演会

11月19日 第3回成果報告会
(会場：朝日大学)

平成21年 6 月17日 通常総会・講演会

11月18日 第4回成果報告会
(会場：岐阜経済大学)

平成22年 6 月16日 通常総会・講演会
12月 1 日 第5回成果報告会

（会場：岐阜聖徳学園大学）

平成23年 1 月 岐阜県より
「インターンシップ推進強化事業」を受託

6 月15日 通常総会・講演会

11月30日 第6回成果報告会ならびに第1回情報交換会
（会場：東海学院大学）

平成24年 4 月 岐阜県より
「インターンシップ推進強化事業」を受託

6 月13日 通常総会・講演会

11月28日 第7回成果報告会ならびに第2回情報交換会
（会場：東海学院大学）

平成25年 6月19日 通常総会・講演会

12月11日 第8回成果報告会ならびに第3回情報交換会
（会場：岐阜大学）

平成26年 6月18日 通常総会・講演会

12月17日 第9回成果報告会ならびに第4回情報交換会
（会場：岐阜工業高等専門学校）

平成13年12月、「インターンシップ受入企業開拓事業」が始

まりました。厚生労働省の委託により、東京経営者協会を中

心とした全国の経営者協会等が4年にわたって取り組んだ

後、平成18年度からは岐阜労働局が事業主体となり、岐阜

県経営者協会が引き続き運営してきました。

　その中で、県内の経済団体や学校等が個別に行う取り組み

を補強し、岐阜県のインターンシップの効果を向上させるた

めの中核組織を立ち上げようという機運が起こり、平成18

年4月、産学官の連携のもとに当協議会が設立されました。

　これにより、若者が岐阜県内の産業や企業についての理解

を深め、就労を体験できるインターンシップの機会を産学官

が一体となって提供するための基盤が構築されました。

　その後、岐阜県インターンシップ推進協議会と岐阜県経営

者協会のインターンシップ受入企業開拓事業は、相互に補完

しながら学校と企業の両輪となってインターンシップを推進

してきました。しかし、平成22年3月をもって厚生労働省の

事業は終了となったため、当協議会がその事業趣旨を引き継

ぎ、地域の主体的取組として岐阜県内のインターンシップを

推進しています。

　現在も協議会では、岐阜県の次代を担う人材を育成するた

めに、そして各企業・団体とインターンシップを計画する学

生をつなぐために、様々な調査・催しを行っています。

　当協議会では、大学生等のインターンシップ受入事業所の情報を収集し、一覧表や冊子として各
学校に配付することはもちろん、インターネットでも情報を公開しています。ご登録は無料で、随
時可能ですので、希望される場合はお問い合わせください。
　また、すでにご登録いただいている事業所には、毎年10月前後（春休み向け）、12月前後（次年度
夏休み向け）に「情報更新」をお願いしております。ぜひ引き続き登録・掲載していただきますよう、
よろしくお願いいたします。

受入事業所登録のお願い


